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［ 事業所における自己評価総括表

〇事業所名 ふうせん（児童発連支援）

0保護者評価実施期間
令和7年1月29日 ～ 令和7年2月20日

〇保護者評価有効回答数

I 91 (回紅数） I 7 （対象者数）

0従業者評価実施期間
令和7年1月29日 ～ 令和7年刀う8日

0従業者評価有効回答数 I 101 (回答者数） I 10 （対象者数）

〇事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月14日

0分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
工夫していることや意謙的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

※より強化・ 充実を図ることが期待されること

環境整備などが整つており、生活空間が子どもの活動に合わせ 個別療膏峙子供に応じて場所を変えたりしている． クールダウンの場所、一人になれる静かな場所作りに心掛け

た空間となっている 小鑽団でできる活動を取り入れたり製作を取り入れている． る．

1 

モニタリング支援ltiiiの見直しがされている．子どもの状況に 個別活動・小集団でも活動療育を充実していきたい． 個別活動時バーテーションや仕切りなどを設けて行っていけ

応じて個別活動 ・集団活動が週宜組み合わされている． る形にする．

2 

子どもや保謹者からの相談対応の体制整傭を行っており、申し 送迎時や、受げ渡しなどの時に家庭の状況なども良く聞けるよ 保璽者会や保罐者とこどもが一籍にできる活動を取り入れて

入れがあった際は迅速に対応している． うにしていく． いく．保讀者参観日を取り入れていく．

3 

事業所の弱み（※）だと思われること
事業所として考えている鰈題の妻因等 改●に向けて必妻な取組や工夫が必要な点等

※事巣所の課題や改●が必要だと思われること

地域との交流や地域と引共たちの交流が少ない． 交流が持てるイペントの参加や軍楽所での行事が少ないため 戸外活動を通じて地域の子ども違の触れ合いを増やしてい

き 地域の行事などにも参加出来ればいい．

1 

暉員間での会請が思うよう1.... できていない． 児童発違の支援に入るため、直員全員参加がHしい． 4月から支援時間の見直しをする予定で会絹の時間を設定して

いきます．

2 

3 



口 保護者等からの事業所評価の集計結果

三

チェック項目

1 こどもの活動霧のスベースが十分に確保されていると患いますか．

環

填
2 1U1の配置霰は週切であると患いますか．

体

＂ 
生活空闇は、こどもにわかりやすく構造化された環墳になっていると患い

鰭
J ますかまた．畢戴所の設鋼胃,:.●●特性に応じて、バリアフリー化や． 情1f1伝違＂への配慮が遇切 1こなされていると患いますか． 
4 
生活空閏1ユ、渭潔で、心地よく過ごせる環頃になっていると息いまTか．

また．こども違の活動に合わせた空闇となっていると患いますか．

5 
ことものことを十分l;:JIMし、こどもo:>16性剛こ応じた専門性のある支II
が 11られていると患いますか．

6 
・鵬所が公表している支11プログラムは．事戴所の聾供する支11内容と

合っていると患いますか．

こどものことを十分珊鯖し、こどもと保II書のニーズや課題が客観的に分

遍
7 析された上で．児•究遍支llttill (●別支llttlli)が作成されていると患

切
いますか．

な 児璽発遍支llltillには．児■畏違支IIガイドラインの 「児・覧遍支11の復
支 供すべき支援」の「本人支IIJ、 「家康支IIJ• 「移行支l1」で；；；す支
直
8 
II内琶からこともの支IIに必饗な項目が過切に選択され、その上で．員体

の 的な支援内宮が設定されていると患いますか．

蠅

供 ， 児●宍違支llltlllに沿った支11が行われていると患いますか．

10 
・戴所の活動ブログラムが四定化されないよう工夫されていると息います

か．

11 
保冑所やに定こども111、幼11111"との交濃や鬱その飽咆誓で健のこどもと

活動する機会がありますか．

12 
・凰所を利用する憲に．遍l!I規程．支撞プログラム．利用●負担＂につい

て丁llltJ.脱閉がありましたか．

13 （児●発遍支橿ltill」を示しながら．支橿内習の説明がなされましたか．

・鳳所では．軍族にuして軍顧支IIブログラム（ペアレント・トレーニン
14 グ＂）や冨族＂も 0加できる研修会や情嶋1l供の機会尋が行われています

か．

日頃からこどもの状況を保護書と伝え合い、こどもの＂澤や発遁の状況に
15 
ついて共ii壇鱗ができていると患いますか．

16 定的に．面紐や子膏てに関する動重＂の支 11が行われていますか・

侃

■ 
• 17 畢鳳の●員から共畢的に支11をされていると患いまTか．
ヘ
の

父母の会の活動の支l1や、保籟書合胃の関催胃により、保鰻書/111士の交漬
駁

の櫨会が設けられるなど-~心支直がさnているがまた．きょうだ
嗣 18 

い向けのイベントの闘値町こより．きょうだい同士の交漬の鴨会が設けら
綱
nるなど.!! ょうだいへの支IIがさnていまTIJ'・

こどもや蒙康からの祖駁や申入nについて、対応の体剛が鰭●さnている

19 
とともに．こどもやa鰻●に,tしてそのような場があることについて11l
知・餃綱さn、相hゃ甲入nをした瓢（こ迅還かつ遇切に対応さnています
か．

はい
どちらとも

いえない

6 I 

5 1 

7 

6 I 

4 2 

6 1 

7 

6 

6 I 
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2 

6 1 

7 

5 1 

7 
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6 1 

4 1 

6 

いいえ

2 

公llB令m年3月148
利用児●数

9名 ．． -- - --令和7年2月19日

わからない ご罵兄

1 

門が小さな子でも闊けやすく．●の遍り

もあるので飛び出しが心配です．
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I 
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回収散 7件

ご重Jl-ttll置”軍ぷヽ

現行緯n令社へ璽の変更を対応中です．



20 
こどもや保JI書との憲患の棟通や情報伝違のための配慮がなされていると

患いますか．
6 1 

定的に遍償やホームページ・ SNS等で、活動概要や行事予定、遅絡体制 インスタなどでその日の活動内宮などが 現状ホームページのみでの活動帽告となって

21 疇の情輯や●顎に関する自己＂価の結棗をこどもや保 l1害に対して発信さ 見れたりすると良いなと思います． おりますが．応 N効＂ 用胃・人情鰭専に配

れていますか．
慮する観点も鱈まえ検討していきます．

6 1 

22 饂人情帽の酌扱いに十分に脇霞されていると患いますか．

6 1 

・璽所では..故防止マニュアル、繋急峙対応マニュアル、防犯マニュア

23 ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保II書に層知・説明されていま
すか．また、発生を想定した＂練が真篇されていますか． 3 2 2 

非

常
24 
畢戴所では、非常災●の発生に傭え、定期的に遍難、飲出その他必聾な1111

鵬 練が行われていますか．

• 4 3 

の ・戴所より、こどもの安全を確保するためのltillについて11l知される尊、
対
25 
安全の確保が十分に行われた上で支撮が行われていると思いますか．

応 6 1 

・故尊（怪我鰐を含む．）が発生した際に、事戴所から速やかな連絡や事
今のところケガなどして帰ってきたこと 通所中のケガ専1こついては運応帽及び送迎略

26 が饒い に申し送りをさせていただいております．ま

故が発生した畷の状況鰐について説明がされていると思いますか． たご自宅でケガ剛こ気づかれた場合IおUt;J.
5 1 1 ，，公llllh / 芦 -oi<Iヽ

27 こどもは安心感をもって通所していますか．

7 

潤

足 28 こどもは通所を豪しみにしていますか．

置 6 1 

29 畢戴所の支援に溝足していますか．

6 1 
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口 事業所における自己評価結果

~ 公表日令,01年3月14日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 ＂題や改●す べき点

・コーナーを作って上手に便うなと．スペースやII々を ,Q t., たい干,,.,,ように．．で巴ない疇，，あ轟

利用定員が発連支援室等のスベースとの間係で遇切であるか． 大切にしながら指濁されていると患います．
囀クールダつン．一人にはnる賣會t'●11 Ci&:'" I! -I●●,,. :l!(Cあ贔cmい1 
．＂い9ばいだと小さい子とよく●く予，，ー●になり•ぃ．

6 4 

利用定員やこどもの状懇等に対して、職員の配置数は遇切である
・小●団で活動の場合la.I几を鸞げる． ●●員が子の問履fこ刃し、対応しきれてい，Jい●があ

2 1181活動の時は机をそnぞれに分けて行う る．
か． • 長期休みや土疇沢日は少ないと●じてしまうとさもあ

環 6 4 る

墳
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環墳になっている

・床1こテープで縁を作っている
•みんな同じ這ひをするわけではないため、 111屋をテー

3 か．また、事戴所の設●尊は、 陣書の特性に応じ、バリアフリー化 プなどで仕切り、プロックとポール遵ひなどと仕切るエ
体

や情報伝違等、環境上の配慮が遇切になされているか． 夫をしている
制 10 ・ボードにスケジュールの置示．

整 ・児●の中には鴫漕の付・や失鑽などあるため、鵬置ア ・食・が終わった櫨．手を浣う置慣をつけた方が纏n内
傭l 生活空間は、渭潔で、心地よく遇ごせる環境になっているか．ま ルコール消●をしている． の玩員なども清置状塁が少しl;Jtilてる気がします．4 

・1111讐蟻がでさておらず、玩員の欧り出しが■l,い．た｀こども違の活動に合わせた空間となっているか． ， 1 
・膚鴫閃9こ支11宣以外でクールタワンを行っていても．

必喪に応じて、こどもが錮別の部唇や場所を伎用することが認めら
活艶の遭れで纏絨して同じ111層でクールダワンが行えな

5 くなることがある．
れる環境になっているか ．

●●編11!など． 食重へ移•するがいすや飢んど危順なも

6 4 のがあり．＂鯰するのに 111111がかかつてしまう．

6 
糞改■を進めるたぬ7)POCAサイクル（目蠣設定と娠り返り）に、
広く•員が参iii しているか．

5 5 

・匹言向け...は●名にしてもなかなか本目が出ない

7 
保老向け評価表により、保履者等の憲向等を把蠅する機会を設け と患うので、8々の●員との信鰭閏儡が●賣だと患いま
ており｀その内容を戴務改●につなげているか． す．

8 2 
戴

．”室ごとに会凰があるのでそこで●欝？膚が合ってい
務 ●員の慧見等を把攘する機会を設けており、その内容を●務改■に るのだろうとlllllしています．
改
8 
つなげているか．

● 7 3 

第三者による外部評低を行い、評価結蒙を戴務改●につなげている， 
か．

2 8 

●員の資翼の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
10 
研修を開催する機会が確保されているか． ， 1 

•flしく ltiliしてあると患います．

11 遇切に支援プログラムが作成、公表されているか ．

8 2 

個々のこどもに対してアセスメントをillJ切に行い、こどもと保履書 ●●員鯛々 に聞!!Illりを＂つ ている

12 のニーズや1l11を客観的に分析した上で、児●発違支攘ltiliを作成
しているか． 8 2 

児●発遷支llltlliを作成する際には、児●発違支援●遭貫任書だけ ・l!l. 当言合11/Jあった懺1こ帽l!lの会II.Iエあるが、●別支
lltt轟の合謳13ない

13 でなく、こどもの支援に関わる・員が共通理解の下で、こどもの●

●の利益を零慮した検11が行われているか． B 2 
・クっスだより． ．．員閏の只遁遭鱗ば、不足していると●じま言．麟で

児●発違支llltiliが•員間に共有され. ltiliに沿った支11が行われ わかつてて6.El分の・債が先にnう支這の仕乃が只14 
ているか． 胄でaていまいと患う場iiiがありま1f.

8 2 

こどもの遇応行動の状況を、蠣準化されたツールを用いたフォーマ

15 ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを伎用する鴫により確認しているか． 4 6 

児●発遁支llltiliには． 児•巽違支l1ガイドラインの 「児●発違支
11の提供すべき支11」の 「本人支11」、 「家族支II」、 「移行支

遇 16 11」及び 「地這支11・地填遍携」のねらい及び支11内容もはまえな
切 がらこどもの支11に必饗な項目が遇切に設定され、その上で、員
な 体的な支11内容が設定されているか． 8 2 
支

児●の収鱈に合りUた体力山や字輩面のる動を剛り入n
II ている

の
17 活動プログラムの立軍をチームで1うつているか．

II 7 3 



供
1か月ごとに活動予定喪を作っている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか．

8 2 

・11<工夫さnていると患います． ＇り別で諜題ができる場所みたいなものがあるとさらに

こどもの状況に応じて、 11l別活動と集団活動を遇官組み合わせて児 いと肥う
19 ■発連支援計画を作成し、支IIが行われているか． ， 1 
支II聞始前には・員間で必ず打合せを行い、その日行われる支IIの ・闇礼の復• LIし合わnているようです． ・活動ば決まるが.ISi'副分日まではいかない

20 内容や役割分担について確認し、チームで運携して支11を行ってい
るか． 8 2 

・●償．慣蝙の共”が必讐．

支撞終了後には、●●間で必ず打合せを行い、その日行われた支援 ● ● Bli! 間を駁つて饂り遍りを行えていない．
21 
の振り返りを行い、気付いた点等を共有しているか．

返迎場所によって,.ってくる騎/111こばらつきがあるた

7 3 め．鵬わない．

22 
日々の支援に閲して記録をとることを微底し．支援の検証・改●に

つなげているか．

9 1 

23 
定期的にモニタリングを行い、児童発違支llltiliの見直しの必要性

を判断し、遇切な見直しを行っているか．
10 

24 
輝害児相駁支援事鑽所のサービス担当者会議や閲係機閲との会議

に、そのこどもの状況をよく理鱗した者が参iiiしているか． ， 1 
25 
地這の保健、医療（主治医や協力医療機関尊） 、陣害濯祉、保育、

敦育等の閲係機閲と連携して支援を行う体綱を整えているか．
4 6 

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン措進の

26 
観点から支援を行っているか．また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報

共有と相互還解を図っているか．
8 2 

27 
試字峙の移行の際には、小字校や特別支II字校（小学郎）との間で、
支援内容等の情輯共有と相互還解を図っているか．

7 3 
関

(28~30は、センターのみ回答）
係

機 28 
閲

地填の他の児■発違支攘センターや輝冒児通所支橿・戴所等と連携
や

を図り．地域全体の賃の向上に資する取組等を行っているか．

保

II 29 
賃の向上を図るため、積橿的に専門家や専門撓間尊から助重を受け

者 たり、．員を外郎研修に参加させているか．

と

の （自立支II)協議会こども部会や地域の子ども ・子育て会議等へ積極
遷
30 
的に参加しているか．

携

(31は、事戴所のみ回笞）

31 
地属の児●発遷支援センターとの連携を図り、必聾に応じてスー

パーパイズや助重疇を受ける機会を設けているか．
5 5 

保育所や認定こども111、幼帷l11等との交流や．地這の中で他のこど
・児●鱈や公Illなど行き交這の・会をI&つ

32 ＇ もと活動する機会があるか．
2 8 

日頃からこどもの状況を保譴書と伝え合い、こどもの発連の状況や
· • 蝙や飽●が行りnた関にl&il!13llilllffに111さを

33 記 ている
課題について共通壇鱗を持つているか． ， 1 
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支l1プログ

34 ラム（ベアレント・トレーニング等）や家族尊の参加できる研修の機

会や情輻提供尋を行っているか． 8 2 

35 
運営規程、支IIプログラム、利用書負担鴫について丁寧な脱明を
行っているか．

8 2 

児■発違支llltiliを作成する際には、こどもや保11者の愚思のO
36 ・、こどもの●●の利益の優先零慮の観点を饂まえて、こどもや家

族の麗向を11認する機会を設けているか ． 8 2 

37 
r児●発遍支llltili」を示しながら支1l内容の脱明を行い．保II者
から児■発違支llltlliの同霞を得ているか． ， 1 



38 
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相駿に週切に応

じ、面駁や必顎な助言と支援を行っているか．
8 2 

保 ・イペントをRけ．保讀者同士のつながる圃会を作って
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

II 
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか．ま

いる

者 39 
た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

ヘ か．
の 7 3 

税 こどもや保II者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す ・保11者の気持ちをよく聞こうとする●員の様子をよく

40 るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
見ます．

明

等 に迅速かつ週切に対応しているか． ， 1 
定期的に通信等を発行することや、 HPやSNS等を活用することに ・フインなど

41 より、活動概妻や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保謹者に

対して発信しているか． 8 2 

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか．

10 

43 
陣害のあるこどもや保護者との憲思の疎通や情霰伝違のための配慮

をしているか． ， 1 
• HallrmoenO: 喝期に．地嶋の方の準●してくださった

44 
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に間かれた事業運営を お戴子を頂さにいったと聞さました．

図っているか．
5 5 

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感 ・定期的に馴繊が行われる

45 染症対応マニュアル等を策定し、●員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した11•練を実施しているか． 8 2 

46 
藁務継続ltiii(BCP)を策定するとともに、非常災書の発生に備

え、定期的に選難、救出その他必喪な1111練を行っているか．
8 2 

•利用開始に合わせ．児●の状況など全員rこ会●の中で

事前に、服藁や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し 帽告される
47 
ているか．

8 2 
・倉・やおやつ提供の瓢ば擢示●の罐ほを行う

48 
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示●に基づく対応 ・食べられない11!、注鳳点なとを食宣1こ貼り、気を付け

非 がされているか． ています

常 10 

時
安全計画を作成し、安全奮理に必賽な研修や訓練、その他必賽なII

等 49 
置を謂じる等、安全讐理が十分された中で支援が行われているか．

の 6 4 
対

応 so 
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

ltiliに墓づく取組内容について、家族等へ周知しているか．
6 4 

51 
ヒャリハットを・戴所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか．
6 4 

52 
虐待を防止するため、●●の研修機会を11保する等．遇切な対応を

しているか． ， 1 
どのような場合にやむを得ず舅体拘束を行うかについて、組織的に

53 決定し、こどもや保羅者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

●発違支援ltiliに記載しているか． 8 2 
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